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第
四
四
三
回 

青
葉
会 

 

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日(

木) 
 

於
：
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
施
設 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
忠
重 

 

西
澤
國
護 

長
谷
見
敏 

古
川
百
合
子 

星
田
啓
子 

 

投
句
・
選
句 

 
伊
賀
山
そ
ら
お 

熊
谷
國
男
（
作
者
表
記
は
「
く
」） 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

 
朱
牟
田
静
雄
（
恵
洲
） 

高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

豊
田
穣 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

 
古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

 

 

投
句
の
み 

 
 

山
田
啓
子
（
け
い
子
） 

 

選
句
の
み 

 
 

梅
崎
哲
雄
（
作
者
表
記
は
「
く
す
」） 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

【
互
選
句
】 

十
二
点 

◎
堰
落
つ
る
水
の
煌
め
き
初
燕 

 
 
 
 

康
敏 

（
そ
・
孤
・
く
・
五
・
孝
・
清
・
堂
・
ゆ
・
び
・
允
・ 

昇
・
規
） 

 
 
 
 
 
 

十
一
点 

 

キ
ャ
ラ
メ
ル
の
紙
で
鶴
折
る
春
炬
燵 

 

康
敏 
（
忠
・
と
・
千
・
恵
・
堂
・
雅
・
昇
・
啓
・
亜
・
天
・ 

盛
） 

 
 
 

 

七
点 

 
 

春
来
た
る
老
い
に
眩
し
き
素
足
か
な 

 
 
 
 

堂
哉 

（
そ
・
く
す
・
た
・
○
龍
・
國
・
百
・
規
） 

花
冷
や
聖
書
の
上
の
丸
眼
鏡 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

（
紀
・
恵
・
清
・
百
・
亜
・
三
・
天
） 

◎
初
蝶
の
朝
日
を
浴
び
て
躍
り
出
づ 

 
 
 
 
   

昇 

（
孤
・
○
康
・
清
・
ゆ
・
允
・
百
・
啓
） 

 
 
 

 
 
 

六
点 

 
 

つ
ば
め
来
て
宙
に
音
符
を
撒
き
散
ら
す 

 
  

 
 

孤
舟 

 

（
く
す
・
と
・
千
・
孝
・
康
・
三
） 

 
 
 

三
一
一
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
星
空
へ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
健
・
五
・
康
・
堂
・
隆
・
○
規
） 

 
 

 

◎
合
格
と
声
変
わ
り
し
て
報
せ
来
ぬ 

 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

健
介 

 

（
紀
・
孤
・
恵
・
龍
・
○
允
・
天
） 

◎
白
子
（
し
ら
す
）
食
ふ
こ
れ
皆
命
と
思
ひ
つ
つ  
 

恵
洲 

 

（
孤
・
と
・
龍
・
○
百
・
○
三
・
○
盛
） 

 
 
 
 
 
 

 

八
掛
に
緋
色
を
見
せ
し
春
の
風 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子   

（
紀
・
た
・
清
・
雅
・
亜
・
盛
） 

 
 
 
 
 
 

除
染
後
の
田
に
戻
り
た
る
蛙
ゐ
て 

 
 
 
 
  

  

仝 
 

（
忠
・
と
・
恵
・
ゆ
・
○
隆
・
○
正
） 

 
 
 

 
  

八
十
年
も
む
か
し
を
生
き
る
母
の
春 
 
 
   

  

仝 
 

（
く
す
・
龍
・
隆
・
び
・
百
・
規
） 

 
 

 
 
 
 

五
点 

 
 

老
い
三
人
若
者
街
で
吞
む
朧 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
龍
・
雅
・
隆
・
正
） 

そ
れ
ぞ
れ
に
話
す
こ
と
あ
る
彼
岸
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
○
そ
・
く
す
・
○
と
・
千
・
○
孝
） 

 
 
 
 
 

 

愛
で
る
よ
り
自
撮
り
忙
し
桜
東
風 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
そ
・
ゆ
・
隆
・
昇
・
盛
） 

風
を
呼
ぶ
ほ
の
と
明
る
き
雪
や
な
ぎ 

 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
孝
・
允
・
び
・
正
・
昇
） 

 

四
点 

 
 

春
の
海
凪
ぎ
て
は
る
か
に
富
士
の
峯
（
相
模
湾
）
そ
ら
お 

 
 

（
た
・
國
・
規
・
び
） 

八
畳
間
箪
笥
の
上
の
雛
と
寝
る 

 
 
 
 
  

  

忠
彦 

 
 
 

（
と
・
隆
・
び
・
天
） 

魚
氷
に
上
り
満
天
の
星
と
な
る 

 
 
 

  
 
 

孤
舟 

 
 

 

（
く
・
康
・
允
・
三
） 

釣
宿
の
魚
拓
の
跳
ね
て
春
来
た
る 

 
 
 
 
 

  

仝 
 
 

 

（
忠
・
五
・
恵
・
康
） 

◎
風
に
乗
り
香
り
運
ぶ
や
沈
丁
花 

 
 
 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 

（
孤
・
ゆ
・
雅
・
國
） 

湾
よ
ぎ
る
汽
車
の
古
道
や
土
手
萌
ゆ
る 

 
 
 

 

び
ん 

 
 

 

（
紀
・
健
・
雅
・
啓
） 
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三
点 

◎
名
も
知
ら
ぬ
木
々
も
芽
吹
く
や
雑
木
山 

 
 

  

た
だ
し
げ 

 
 

 

（
孤
・
國
・
雅
） 

い
か
な
ご
の
く
ぎ
煮
甘
め
は
嫂
の
味 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
○
紀
・
た
・
亜
） 

◎
満
開
の
桜
を
待
た
ず
杏
子
逝
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

（
○
孤
・
く
・
盛
） 

久
々
に
花
咲
く
下
で
車
座
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

  
  

（
千
・
康
・
規
） 

風
船
や
「
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
」
の
声
の
こ
し 

 
 

百
合
子 

      

（
紀
・
五
・
三
） 

骨
上
げ
に
額
よ
せ
る
や
春
彼
岸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
  

（
堂
・
忠
・
啓
） 

◎
波
静
か
魚
津
の
海
の
蜃
気
楼 

 
 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
  

 

（
孤
・
く
・
啓
） 

 

二
点 

 

◎
卒
業
後
懐
か
し
き
か
な
師
の
渾
名 

 
 
 
 
 
 
  

忠
彦 

 
  

（
孤
・
國
） 

梅
満
開
じ
っ
く
り
見
よ
と
赤
信
号  

 
 

  
 
 
 
 

仝 
 
 

 

（
千
・
ゆ
） 

晩
の
鐘
隣
の
部
屋
は
受
験
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 
 

（
く
・
健
） 

夕
富
士
も
い
つ
か
溶
け
ゆ
く
朧
か
な 

 
 
 

  
  

 

仝 
 

  

（
く
す
・
清
） 

厩
に
は
張
り
ぼ
て
の
馬
花
の
城 

  
 
 
 
 
 

 

と
み
子 

 
 
 
 

（
清
・
三
） 

春
一
番
球
場
揺
ら
す
百
マ
イ
ル 

 
 

  
 
 
 
 

 

千
恵 

 
 
 
 

（
五
・
○
昇
） 

い
つ
も
の
家
自
慢
気
に
咲
く
ミ
モ
ザ
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
  

仝 
 

  

（
國
・
正
） 

◎
ま
た
忘
る
男
雛
女
雛
の
右
左 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

恵
洲 

 
  

（
忠
・
孤
） 

僧
に
和
し
妻
と
読
経
の
彼
岸
か
な 

 
  

 
 
 

  
堂
哉 

 
 

 

（
そ
・
び
） 

本
尊
の
御
名
存
ぜ
ぬ
が
花
の
寺 

 
 
 
 
 
 
 

  
び
ん 

     

（
健
・
恵
） 

 

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト 

春
空
に
無
念
を
結
び
指
示
破
壊 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
  

（
健
・
○
堂
） 

春
泥
を
撥
ね
つ
つ
母
に
抱
き
つ
く
子 

 
 
  

   

け
い
子 

  
 

（
く
・
昇
） 

コ
ル
セ
ッ
ト
締
め
っ
ぱ
な
し
で
弥
生
果
つ 

 
 
   

天
牛 

 
  

（
紀
・
正
） 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
果
て
は
淡
路
の
百
千
鳥 

 
 
   

盛
雄 

  
 

（
正
・
啓
） 

 

一
点 

 

や
め
て
く
れ
！
下
手
な
掛
け
声
春
芝
居 

 
 
 
  

紀
久
男 

 
  

（
天
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
歌
舞
伎
座
公
認
の
大
向
う
） 

見
得
決
め
て
写
楽
の
首
絵
に
春
芝
居 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
啓
） 

春
場
所
や
大
関
に
飲
み
負
け
た
頃
憶
ふ 

 
 
 
 
    

仝 
 
 
 

（
啓
） 

 
 
 
 

（
ミ
ナ
ミ
の
料
亭
で
北
葉
山
と
茶
碗
酒
呑
み
酔
い
潰
れ
た
） 

花
粉
症
薬
効
き
す
ぎ
夢
う
つ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦       

（
紀
） 

素
魚
の
黒
眼
一
気
に
呑
み
込
ま
る 
 
 
 
 

  
  

孤
舟 

  
 

（
天
） 

た
っ
ぷ
り
と
残
雪
被
く
千
枚
田 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
五
） 

清
明
の
蓮
根
を
植
う
る
泥
田
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
  

 

（
百
） 

梅
園
で
客
は
み
な
下
る
常
磐
線 

 
 
 
 
 
 

 
 

五
郎
太 

 
  

（
亜
） 

春
の
鴨
前
後
を
保
ち
泳
ぎ
く
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

 

（
紀
） 

春
雷
や
聡
太
六
冠
無
双
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

 

（
盛
） 

見
晴
ら
せ
ば
影
絵
の
富
士
よ
春
夕
焼 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 
 

（
た
） 

春
眠
や
一
年
ぶ
り
に
妣
に
会
え
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

 

（
孝
） 

江
刺
か
ら
届
く
便
り
や
鰊
群
来 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 

（
紀
） 

電
池
切
れ
時
計
止
ま
っ
て
朝
寝
坊 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

 

（
紀
） 

白
装
束
同
行
（
ど
う
ぎ
ょ
う
）
二
人
の
遍
路
旅 

 
 
 

仝 
 

  

（
紀
） 

富
士
見
ん
と
石
段
幾
段
風
光
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 
 
 

（
紀
） 
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落
花
舞
う
出
湯
に
浸
り
身
を
癒
す 

 
 
 
 
 
  

ゆ
た
か 

 
   

（
そ
） 

桜
葉
の
香
り
漂
う
長
命
寺 

 
 
 
 
 
 
  

 
  

國
護 

 
   

（
た
） 

初
孫
の
つ
ぶ
ら
な
瞳
春
温
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仝 
 
  

（
允
） 

風
吹
い
て
春
は
名
の
み
の
山
下
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

老
い
し
我
と
ゆ
れ
て
唄
う
や
竹
の
秋 

 
  

      

雅
夫 

 
  

（
孝
） 

熟
年
を
庭
と
語
る
や
妻
の
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仝 
 
 
 

（
堂
） 

山
は
上
野
弓
引
く
裸
像
花
お
ぼ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 

（
紀
） 

藍
う
す
き
小
さ
き
菫
の
花
と
逢
う 

 
 
 
 
 
 
 

  

仝 
 
 

 

（
紀
） 

ゴ
ン
ド
ラ
や
う
ら
ら
乗
り
出
す
窓
掃
夫 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

卒
業
や
子
が
親
を
越
す
第
一
歩 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
  

（
忠
） 

初
桜
も
驚
い
て
い
る
二
刀
流 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

仝       

（
紀
） 

軒
つ
た
う
雪
解
け
水
の
輪
廻
か
な 

 
 
 
 
 
  

百
合
子 

 
  

（
龍
） 

わ
が
母
は
認
知
症
と
や
お
ぼ
ろ
月 

 
 
 
 
 
 
   

仝 
    

（
○
く
す
） 

こ
の
春
も
黄
泉
の
国
か
ら
便
り
な
し 

 
 
 
 
 
 
  

仝 
 
 
 

（
紀
） 

鎌
倉
の
詩
想
ふ
く
ら
む
木
の
芽
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
紀
） 

笑
み
浮
か
ぶ
花
の
重
さ
や
予
報
官 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
健
） 

野
遊
や
遺
影
の
妻
に
手
を
合
は
す 

 
 
 
 
 
 
 

規
雄 

 
 
 

（
紀
） 

「
温
水
」
を
選
ば
ず
な
り
ぬ
三
月
尽 

 
 
 
 
 
 

亜
也       

（
紀
） 

黄
砂
降
る
小
倉
は
如
何
に
舊
き
友                

 
仝 

 
 
 

（
紀
） 

初
蝶
は
木
々
の
鳥
追
ふ
遊
び
か
な 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
  

（
千
） 

病
院
は
桜
の
話
題
と
ん
と
無
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛       
（
紀
） 

面
影
の
な
き
休
み
田
へ
揚
雲
雀 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄       
（
紀
） 

待
ち
か
ね
の
日
の
下
開
山
春
の
夢 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

【
句
評
】 

十
二
点
句 

◎
堰
落
つ
る
水
の
煌
め
き
初
燕 

 
 
 
       

康
敏 

 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
多
摩
川
上
流
の
堰
付
近
で
、
水
面
を
掠
め
て
光
と
な
っ
て
燕
が
飛
ぶ
。 

 
 
 
 
 

 
  

く
に
お
さ
ん
・
・
堰
を
落
ち
て
し
ろ
が
ね
の
よ
う
に
輝
く
水
の
上
を
初
燕
が
勢
い
よ
く
飛
翔
し
て
い
る
。 

作
者
に
は
春
の
到
来
を
実
感
し
た
一
瞬
を
写
生
句
で
切
り
取
っ
た
。 

 
 
 

 
 
    

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
水
が
跳
ね
、
光
る
と
こ
ろ
に
今
年
初
の
燕
が
き
て
、
宙
を
切
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
鋭
い
感
覚 

だ
と
思
い
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
迸
る
水
と
燕
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
春
の
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
初
燕
と
水
の
煌
め
き
の
取
り
合
わ
せ
が
い
い
で
す
。 

 

十
一
点
句 

キ
ャ
ラ
メ
ル
の
紙
で
鶴
折
る
春
炬
燵 

 
 
 
 
 

康
敏 

 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
折
り
紙
と
春
炬
燵
の
取
り
合
わ
せ
が
、
よ
ろ
し
い
と
、
思
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 

   

恵
洲
さ
ん
・
・
・
随
分
退
屈
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
あ
、
と
想
像
し
つ
つ
。
そ
れ
に
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
包
み 

紙
で
鶴
を
折
る
指
の
器
用
さ
に
敬
意
を
表
し
て
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
お
孫
さ
ん
が
、
飴
を
舐
め
な
が
ら
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
ま
す
。
お
じ
い
さ
ん
も
久
し
ぶ 

り
に
懐
か
し
い
味
を
楽
し
み
な
が
ら
。 
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亜
也
さ
ん
・
・
・
キ
ャ
ラ
メ
ル
に
な
ぜ
か
昭
和
を
感
じ
た
次
第
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
指
先
の
器
用
な
女
性
が
お
孫
さ
ん
に
教
え
て
い
る
景
で
し
ょ
う
か
。
春
炬
燵
の
季
語
が
良 

い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
旧
い
人
間
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
聞
く
と
黄
色
い
箱
を
思
い
出
し
ま
す
。
の
ど
か
で
す
ね
‼ 

 

七
点
句 

 

花
冷
や
聖
書
の
上
の
丸
眼
鏡 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
地
味
な
句
だ
が
、
ち
ょ
っ
と
風
変
わ
り
な
静
物
画
を
思
わ
せ
、
見
え
る
句
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
そ
う
い
え
ば
坂
本
龍
一
も
丸
眼
鏡
で
し
た
ね
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
拡
大
鏡
を
置
い
て
一
服
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

春
来
た
る
老
い
に
眩
し
き
素
足
か
な 

 
 
 
 
 

堂
哉 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
老
い
の
わ
が
身
も
同
感
で
す
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
喜
び
の
全
て
が
始
ま
る
予
感
。
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ=

春=

も
聴
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・「
素
足
」
は
夏
の
季
語
。
季
重
な
り
で
す
。 

参
考
「
お
そ
る
べ
き
君
等
の
乳
房
夏
き
た
る 

西
東
三
鬼
」 

◎
初
蝶
の
朝
日
を
浴
び
て
躍
り
出
づ 

 
 
 
 
    

  

昇 
 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
朝
起
き
て
雨
戸
を
開
け
る
と
、
朝
日
を
浴
び
て
蝶
が
舞
っ
て
い
る
。 

 
 
 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
朝
日
の
中
を
飛
翔
す
る
初
蝶
、
春
の
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
む
。
人
を
元
気
に
さ
せ
て
呉
れ 

る
句
だ
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
初
蝶
の
嬉
々
と
し
た
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

 

六
点 

 
 

つ
ば
め
来
て
宙
に
音
符
を
撒
き
散
ら
す 

 
 

  
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
楽
し
く
軽
快
な
曲
が
、
聞
こ
え
る
よ
う
な
！ 

康
敏
さ
ん
・
・
・
南
国
か
ら
飛
来
し
、
飛
び
交
う
燕
の
群
れ
を
音
符
に
見
立
て
た
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
思
い
浮
か
べ
る
と
「
音
符
」
を
「
撒
き
散
ら
す
」
っ
て
ま
さ
し
く
ぴ
っ
た
り
な
表
現
で
す
ね
。 

三
一
一 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
星
空
へ 

 
 
 

  
 
 

孤
舟 

 

 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
三
一
一
が
季
語
か
？
『
角
川
俳
句
大
歳
時
記
』
新
版
に
、
春
の
季
語
と
し
て
「
東
日
本
大 

震
災
の
日
」
が
、
傍
題
に
「
東
日
本
大
震
災
忌
」「
三
月
十
一
日
」
が
載
っ
て
い
る
。
例
句 

に
「
東
日
本
大
震
災
忌
狼
声
す 

高
野
ム
ツ
オ
」「
三
・
一
一
神
は
ゐ
な
い
か
と
て
も
小
さ 

い 

照
井
翠
」
が
あ
る
。
季
語
と
認
識
し
て
良
い
と
思
う
。
な
お
「
東
北
忌
」「
原
発
忌
」 

「
福
島
忌
」
を
使
っ
て
い
る
俳
人
も
い
る
が
、
未
だ
歳
時
記
に
は
な
い
。
こ
の
忌
日
に
、 

作
者
は
犠
牲
者
の
魂
と
言
え
る
満
天
の
星
に
向
か
っ
て
万
感
の
思
い
で
鎮
魂
曲
を
吹
い
て 

い
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
は
切
な
い
で
す
ね
！
下
五
で
一
層
切
な
さ
が
募
り
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
星
空
は
亡
き
人
が
道
に
迷
わ
ず
天
国
へ
行
け
る
よ
う
に
と
導
く
明
か
り
だ
っ
た
」
と
賛
辞  

あ
り
。
当
夜
の
星
に
見
入
っ
た
人
が
多
か
っ
た
事
実
は
あ
ま
り
伝
わ
ら
な
い
。 

規
雄
さ
ん
・
・
・「
三
一
一
」
は
「
東
日
本
大
震
災
」
だ
と
思
い
ま
す
。12

年
前
の
当
日
の
こ
と
を
思
い
、 

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
高
い
静
か
な
音
を
、
満
天
の
星
空
へ
響
か
せ
て
い
る
作
者
の
優
し
い
気
持 

ち
を
思
い
ま
し
た
。 

◎
合
格
と
声
変
わ
り
し
て
報
せ
来
ぬ 

 
 
 

 
 
  

 

健
介 

 

 
 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
変
声
期
後
の
大
人
び
た
声
で
、
は
に
か
み
な
が
ら
、
し
か
も
嬉
し
そ
う
に
「
合
格
し
た
よ
！
」。 

 
 
 

 
  

恵
洲
さ
ん
・
・
・
親
戚
の
お
子
さ
ん
か
な
。
合
格
も
嬉
し
い
し
、
成
長
の
証
し
の
声
変
わ
り
も
嬉
し
い
。 

 
 

  
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
ナ
ア
ル
ホ
ド 

声
ま
で
変
わ
る
か
。 
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允
章
さ
ん
・
・
・
声
変
わ
り
と
あ
る
か
ら
、
中
学
校
の
入
試
で
し
ょ
う
。
作
者
は
お
孫
さ
ん
か
ら
合
格
の
報
を 

聞
い
て
ほ
っ
と
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
お
孫
さ
ん
も
成
長
さ
れ
て
、
お
楽
し
み
で
す
ね
。 

◎
白
子
（
し
ら
す
）
食
ふ
こ
れ
皆
命
と
思
ひ
つ
つ     

恵
洲 

 

 
 
 
 
 
  

 
孤
舟
さ
ん
・
・
・
一
瞬
「
殺
生
戒
」
を
思
う
も
「
ま
あ 

い
い
か
！
」 

 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
よ
う
と
、
こ
の
お
句
か
ら
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
喰
わ
れ
る
白
子
の
自
虐
的
快
感
が
美
味
し
い
の
で
は
。 

 
 
 
 
 

 

三
恵
さ
ん
・
・
・
自
分
も
食
材
に
「
命
」
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
捕
食
者
と
し
て
よ
い
こ
と 

が
ま
ず
い
こ
と
な
の
か
不
安
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
句
会
に
あ
る
出
句 

〝
風
船
や
「
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
」
の
声
の
こ
し
〟
が
想
起
さ
れ
ま
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
弘
法
大
師
の
教
え
は
今
に
生
き
る
。
凄
い
一
句
。 

八
掛
に
緋
色
を
見
せ
し
春
の
風 

 
 
 
 
 
 
  

啓
子 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
春
の
風
の
い
た
ず
ら
で
八
掛
の
緋
色
が
顔
を
出
す
、
な
ま
め
か
し
い
情
景
を
上
手
に
詠
ん 

で
い
る
。 

 
 
 
 
 

  

亜
也
さ
ん
・
・
・
裾
と
せ
ず
に
八
掛
と
し
た
こ
と
の
功
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
和
服
姿
に
風
の
い
た
ず
ら
。
粋
な
一
句
が
出
来
ま
し
た
。
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
。 

除
染
後
の
田
に
戻
り
た
る
蛙
ゐ
て 

 
 
 
 
 
  

啓
子 

 
 

 
 
 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・‶

蛙
ゐ
て
〟
に 

作
者
の
お
気
持
ち
が
察
せ
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
戻
っ
て
き
た
の
が
人
で
な
く
蛙
な
の
が
面
白
い
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
除
染
と
蛙
の
取
り
合
わ
せ
、
目
の
付
け
ど
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。 

 
 
 

 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
原
発
は
、
近
道
し
た
ら
犬
が
居
た
、
と
い
う
諺
通
り
で
す
。
戻
る
の
は
蛙
ぐ
ら
い
。 

 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
原
発
は
自
然
を
抑
え
た
科
学
觀
。
で
も
、
人
間
も
蛙
も
哀
し
い
か
な
自
然
の
ひ
と
つ
。 

「
畔
道
」
は
除
染
の
対
象
外
と
か
。「
蛙
ゐ
て
」
に
深
い
余
韻
あ
り
。 

八
十
年
も
む
か
し
を
生
き
る
母
の
春 

 
 
 
     

啓
子 

 
 

 
 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・
気
持
ち
が
お
若
い 

幸
せ
な
長
命
タ
イ
プ
の
方
で
し
ょ
う
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
時
を
自
在
に
生
き
る
。
長
寿
の
妙
か
。「
生
き
る
の
も
芸
の
内
」
の
格
言
が
生
き
て
い
る
。 

 

五
点
句 

老
い
三
人
若
者
街
で
吞
む
朧 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

忠
彦 

 
 

 
 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
漠
と
し
た
未
来
。
こ
の
と
き
ば
か
り
は
忘
れ
そ
う
。 

そ
れ
ぞ
れ
に
話
す
こ
と
あ
る
彼
岸
か
な 
 
 
 
 
 
  

 

五
郎
太 

 
 

 
 
 
 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
法
事
の
席
で
し
ょ
う
か
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
と
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
お
彼
岸
の
墓
前
で
亡
き
父
母
、
姉
、
叔
母
の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
話
し
か 

け
て
い
る
非
日
常
を
自
覚
さ
せ
て
く
れ
る
秀
句
で
す
。 

愛
で
る
よ
り
自
撮
り
忙
し
桜
東
風 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
滑
稽
な
味
が
あ
り
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
ス
マ
ホ
で
撮
っ
た
映
像
は
、
自
分
の
目
だ
け
で
見
た
映
像
に
比
べ
忘
れ
易
い
」
と
か
。 

真
理
と
齟
齬
す
る
人
の
行
為
は
、
桜
東
風
を
誘
う
。 

 

 

四
点
句 

春
の
海
凪
ぎ
て
は
る
か
に
富
士
の
峯
（
相
模
湾
） 

そ
ら
お 

 
 

 

 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
波
の
静
か
な
相
模
湾
を
経
て
浮
か
ぶ
富
士
，
一
幅
の
絵
を
見
る
よ
う
。 

 
 
 
 

※
び
ん
さ
ん
・
・
・
富
士
山
の
長
い
裾
野
ま
で
一
望
す
る
絶
景
は
確
か
に
相
模
湾
な
ら
で
は
で
し
ょ
う
ね
。 

で
も
こ
の
「
相
模
湾
」
は17

字
の
本
体
に
取
込
み
消
化
さ
れ
る
べ
き
で
は
。 
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八
畳
間
箪
笥
の
上
の
雛
と
寝
る 

 
 
 
 
  

 
  

忠
彦 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
忙
し
く
段
飾
り
を 

飾
れ
な
い
年
の
お
節
句
あ
る
あ
る
と
、
共
感
い
た
し
ま
し
た
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
雛
も
友
、
わ
が
守
り
神
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
気
は
心
。
小
さ
い
雛
人
形
を
ち
ょ
こ
っ
と
飾
っ
て
あ
る
雰
囲
気
が
い
い
で
す
ね
。 

魚
氷
に
上
り
満
天
の
星
と
な
る 

 
 
 

  
 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 

く
に
お
さ
ん
・
・「
魚
氷
（
ひ
）
に
上
（
の
ぼ
）
る
」
は
初
春
の
季
語
。
春
に
な
る
と
魚
が
氷
の
上
に
躍
り
出 

る
と
い
う
。
そ
ん
な
夜
に
は
冴
返
る
満
天
の
星
が
煌
い
て
い
る
。
身
の
引
き
締
ま
る
早
春
の 

一
句
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
七
十
二
候
の
「
魚
上
氷
」
は
二
月
十
五
日
～
十
九
日
、
こ
の
頃
に
な
る
と
魚
が
氷
の
上
に
飛 

び
出
し
て
来
る
と
い
う
。
そ
れ
を
満
天
の
星
に
昇
華
せ
し
め
た…

素
晴
ら
し
い
発
想
だ
。 

釣
宿
の
魚
拓
の
跳
ね
て
春
来
た
る 

 
 
 
 
 
 

 

孤
舟 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
春
先
の
魚
の
元
気
さ
を
魚
拓
を
見
な
が
ら
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。「
跳
ね
る
」
が
活
き
て
い
ま 

す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
魚
拓
の
魚
が
撥
ね
る
は
ず
は
な
い
が
、
春
を
待
ち
兼
ね
て
い
た
釣
り
好
き
の
心
の
は
ず
み
と 

取
っ
て
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
冬
の
間
じ
っ
と
し
て
い
た
川
魚
が
、
春
の
到
来
と
共
に
動
き
出
し
た
。
釣
宿
に
飾
っ
て
あ
る 

魚
拓
ま
で
も
。 

◎
風
に
乗
り
香
り
運
ぶ
や
沈
丁
花 

 
 
 
 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
沈
丁
花
は
夜
目
で
も
香
り
で
存
在
感
を
誇
示
し
て
い
る
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
沈
丁
花
の
香
り
が
漂
っ
て
き
ま
す
。 

湾
よ
ぎ
る
汽
車
の
古
道
や
土
手
萌
ゆ
る 

 
 
 

   

び
ん 

 
 

 

 

啓
子
さ
ん
・
・
・
昭
和
を
感
じ
さ
せ
、
旅
情
を
掻
き
立
て
る
よ
う
で
す
。
も
は
や
廃
線
に
な
っ
た
？
あ
る
い
は 

別
の
ル
ー
ト
に
な
っ
て
使
わ
れ
て
い
な
い
線
路
で
し
ょ
う
か
、
今
は
土
手
の
草
が
萌
え
る
ば 

か
り
で
す
が
、
そ
こ
に
横
た
わ
っ
て
空
を
行
く
雲
を
眺
め
て
い
た
い
気
が
し
ま
す
。 

 

三
点 

◎
名
も
知
ら
ぬ
木
々
も
芽
吹
く
や
雑
木
山 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
林
の
中
の
様
々
な
樹
々
が
一
斉
に
芽
吹
き
、
緑
に
覆
わ
れ
て
い
る
。 

い
か
な
ご
の
く
ぎ
煮
甘
め
は
嫂
の
味 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 

 

 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
瀬
戸
内
の
島
々
で
の
い
か
な
ご
漁
、
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
時
に
句
会
で
ご
ち
そ
う
に
な
る
お
礼
ま
で
。 

◎
満
開
の
桜
を
待
た
ず
杏
子
逝
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

 
 
 
 
  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
桜
行
脚
で
も
有
名
な
黒
田
杏
子
さ
ん
。
３
月
１
１
日
山
梨
・
境
川
村
で
の
「
飯
田
龍
太
を
語 

る
会
」
の
講
演
直
後
に
倒
れ
帰
ら
ぬ
人
に
。 

 
 
 
 
 

 

く
に
お
さ
ん
・
・
作
者
と
故
人
と
の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
が
、
黒
田
杏
子
さ
ん
は
3
月
13
日
、
脳
出
血
で
急 

逝
さ
れ
た
。
講
演
先
の
山
梨
県
笛
吹
市
の
病
院
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
84
歳
。
代
表
句
に 

「
か
な
し
ま
む
哭
か
む
嘆
か
む
さ
く
ら
舞
ふ
」
（『
俳
人
名
鑑
』
平
成
26
年
俳
人
協
会
編
よ 

り
）。
杏
子
さ
ん
は
地
方
新
聞
の
「
新
潟
日
報
」
の
文
芸
欄
の
選
者
を
30
年
余
務
め
て
来
て 

い
る
中
で
の
訃
報
で
あ
っ
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
寂
聴
さ
ん
と
の
俳
句
談
議
は
と
て
も
良
か
っ
た
。
才
女
二
人
の
何
事
も
識
り
つ
く
し
た
話
振 

り
は
印
象
に
残
る
。
小
生
も
俳
句
初
学
の
頃
（2

0
09

～2
01
1

年
）
日
経
俳
壇
に
度
々
取
り
上 

げ
て
貰
い
ま
し
た
。
急
逝
と
か
・
・
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。 
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久
々
に
花
咲
く
下
で
車
座
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

  
 
 

 
 
 
  

康
敏
さ
ん
・
・
・
時
事
俳
句
を
嫌
う
俳
人
が
多
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終
焉
を
告
げ
る
佳
句
と
し
て
敢
え
て
採 

ら
せ
て
頂
い
た
。 

風
船
や
「
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
」
の
声
の
こ
し 

 
 

百
合
子 

      

 
 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・「
今
を
大
事
に
生
き
よ
」
と
は
誰
が
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
風
船
が
人
の
手
を
離
れ
て
、
空
に 

上
っ
て
行
き
ま
す
。
実
景
な
の
か
、
遺
さ
れ
た
人
が
幼
年
時
代
を
思
い
出
し
て
い
る
の
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
。
風
船
と
、
ラ
テ
ン
語
の
組
み
合
わ
せ
が
巧
み
と
思
い
ま
し
た
。 

骨
上
げ
に
額
よ
せ
る
や
春
彼
岸 

 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

 
 
 
  

堂
哉
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
骨
揚
げ
の
人
数
を
制
限
さ
れ
、
寄
せ
る
額
は
僅
か
で
し
た
。
以
前
は
確
か
に 

両
側
か
ら
あ
れ
こ
れ
思
い
出
を
話
な
が
ら
壺
に
い
れ
ま
し
た
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

啓
子
さ
ん
・
・
・
お
別
れ
の
最
後
の
刻
。
心
を
込
め
て
死
者
を
想
い
骨
上
げ
を
す
る
と
、
自
然
と
額
が
寄
せ
ら

れ
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
く
よ
う
で
す
ね
。 

◎
波
静
か
魚
津
の
海
の
蜃
気
楼 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
  

 
 
  

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
富
山
・
魚
津
は
蜃
気
楼
の
名
所
。 

 
 
 

  

く
に
お
さ
ん
・
・
富
山
湾
の
不
思
議
な
自
然
現
象
、
蜃
気
楼
。
雪
解
水
で
冷
や
さ
れ
た
海
水
の
温
度
と
温
か 

い
海
上
の
気
温
と
の
差
で
光
の
異
常
屈
折
に
よ
り
思
い
も
よ
ら
な
い
景
色
が
空
中
に
浮
か 

ぶ
。
作
者
は
、
晩
春
の
貴
重
な
一
句
を
魚
津
で
得
た
の
で
あ
る
。 

 

二
点
句 

◎
卒
業
後
懐
か
し
き
か
な
師
の
渾
名 

 
 
 
 
 
 
  

忠
彦 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
先
生
の
本
名
は
忘
れ
て
も
渾
名
は
覚
え
て
い
る
も
の
。
但
し
「
卒
業
後
」
に
季
感
あ
り
や
？ 

梅
満
開
じ
っ
く
り
見
よ
と
赤
信
号  

 
 

  
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
赤
信
号
が
面
白
い
で
す
。 

晩
の
鐘
隣
の
部
屋
は
受
験
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
晩
鐘
を
聞
き
な
が
ら
、
明
日
本
番
を
迎
え
る
受
験
生
を
気
に
し
て
い
る
。
同
時
に
、
作
者
自 

身
の
受
験
を
し
た
頃
を
懐
か
し
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
上
五
は
「
晩
鐘
や
」
で
は
？ 

春
一
番
球
場
揺
ら
す
百
マ
イ
ル 

 
 

  
 
 
 

  

千
恵 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
今
年
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
は
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
優
勝
！
大
谷
選
手
が
投
打
の
活
躍
で
Ｍ
Ｖ
Ｐ
。
注
目
さ 

れ
る
中
、
あ
の
若
さ
で
あ
っ
さ
り
や
っ
て
の
け
る
の
が
凄
い
。
さ
す
が
ス
ー
パ
ー
ス 

タ
ー
。
１
６
０
キ
ロ
台
の
豪
速
球
が
冴
え
渡
り
球
場
を
沸
か
せ
た
。
春
一
番
の
季
語
が 

効
い
て
い
ま
す
。 

◎
ま
た
忘
る
男
雛
女
雛
の
右
左 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

恵
洲 

 
 
 
  

 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
数
年
振
り
の
雛
飾
り
。
お
内
裏
様
は
向
か
っ
て
左
？
右
？ 

本
尊
の
御
名
存
ぜ
ぬ
が
花
の
寺 

 
 
 
 
 

  
 

 

び
ん 

       
 

 
 
 

 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
世
は
有
名
寺
院
の
高
名
本
尊
ば
か
り
に
傾
倒
し
が
ち
な
と
こ
ろ
、
作
者
の
姿
勢
や
良
し
。 

 
 
 
 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
み
ご
と
な
花
に
誘
わ
れ
て
行
き
ず
り
の
知
ら
な
い
お
寺
の
本
道
に
お
参
り
し
た
の
か
な
、 

こ
う
い
う
こ
と
っ
て
あ
る
よ
ね
、
と
思
わ
せ
る
句
。 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
偉
そ
う
に
し
な
い
で
、
拝
ん
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
も
ご
縁
で
す
。 

 

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト 

春
空
に
無
念
を
結
び
指
示
破
壊 

 
 
 
  

 
 
 
 

啓
子 

 
 
  

 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
関
係
者
の
無
念
は
い
か
ほ
ど
で
し
ょ
う
！
関
係
者
だ
っ
た
ら
、
ま
し
て
責
任
あ
る
立
場
だ
っ 

た
ら
！
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
ま
し
た 
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春
泥
を
撥
ね
つ
つ
母
に
抱
き
つ
く
子 

 
 
 
 
   

け
い
子 

  
 
 

 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
送
迎
バ
ス
を
降
り
て
、
春
泥
を
背
中
ま
で
撥
ね
た
園
児
が
母
親
に
抱
き
つ
く
。
母
親
も
泥 

を
気
に
し
な
が
ら
や
さ
し
く
子
を
抱
き
締
め
る
。
微
笑
ま
し
い
母
子
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

コ
ル
セ
ッ
ト
締
め
っ
ぱ
な
し
で
弥
生
果
つ 

 
 
 
  

天
牛 

 
 
  

 

 
 
 

  
正
明
さ
ん
・
・
・
お
呼
ば
れ
の
多
い
春
先
、
着
替
え
も
疲
れ
、
呆
然
と
し
て
の
有
様
。 

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
果
て
は
淡
路
の
百
千
鳥 

 
 
 
  

盛
雄 

 
  

 

 
 

 
 
 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
出
来
過
ぎ
か
も
、
議
論
す
る
価
値
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

啓
子
さ
ん
・
・
・
大
き
な
景
。
夢
も
運
ぶ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、
そ
の
果
て
は
・
・
・
。
瀬
戸
内
を
愛
す
る
作
者 

の
想
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

一
点
句 

や
め
て
く
れ
！
下
手
な
掛
け
声
春
芝
居 

 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
歌
舞
伎
座
公
認
の
大
向
う
） 

 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
そ
う
で
し
ょ
う
、
そ
う
で
し
ょ
う
！
素
人
の
掛
け
声
は
邪
魔
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。 

素
魚
の
黒
眼
一
気
に
呑
み
込
ま
る 

 
 
 
 
 

 
 
  

孤
舟 

 
 

 

 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
少
年
時
代
か
ら
宍
道
湖
の
し
ら
う
お
で
育
っ
た
の
で
す
か
ら
黒
目
の
実
感
が
湧
き
ま
す
。 

梅
園
で
客
は
み
な
下
る
常
磐
線 

 
 
 
 
 
 
 

 

五
郎
太 

 
  

 

 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
特
急
も
臨
時
停
車
す
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
し
ら
？ 

春
雷
や
聡
太
六
冠
無
双
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
千
恵 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
大
谷
選
手
同
様
に
こ
の
人
は
「
人
で
無
い
」
か
も
、
ま
さ
に
春
雷
。 

 
 
 

    

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
前
回
「
や
」「
け
り
」
の
併
用
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
や
」「
か
な
」
の
切
字
の
併
用
も 

タ
ブ
ー
で
す
。「
春
雷
や
聡
太
六
冠
無
双
な
る
」
で
は
。 

見
晴
ら
せ
ば
影
絵
の
富
士
よ
春
夕
焼 

 
 
 
 
 

  

千
恵 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
春
の
夕
焼
、
影
絵
の
よ
う
な
富
士
の
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。 

電
池
切
れ
時
計
止
ま
っ
て
朝
寝
坊 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・「
～
だ
か
ら
～
し
た
」
原
因
と
結
果
の
表
現
で
は
、
理
屈
で
あ
り
詩
的
感
動
を
呼
び
ま
せ
ん
。 

白
装
束
同
行
（
ど
う
ぎ
ょ
う
）
二
人
の
遍
路
旅 

 

た
だ
し
げ 

 
 
 

 
 
 

※
び
ん
さ
ん
・
・
・
遍
路
笠
に
は
も
と
も
と
「
同
行
二
人
」
と
書
込
ま
れ
て
い
る
。
巡
礼
者
は
弘
法
大
師
さ
ま 

と
共
に
在
り
と
の
意
だ
が
、
本
句
の
場
合
、
さ
て
ど
な
た
か
と
の
二
人
旅
で
し
た
の
か
？ 

そ
れ
は
と
も
か
く
、
全
体
が
遍
路
と
い
う
季
語
に
「
即
き
す
ぎ
」
で
は
。 

桜
葉
の
香
り
漂
う
長
命
寺 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

國
護 

 
   

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
作
者
の
意
図
と
は
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
命
寺
の
桜
餅
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。 

山
は
上
野
弓
引
く
裸
像
花
お
ぼ
ろ 

 
 
 
 
 
 

  

び
ん 

 
 
 

 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
西
洋
美
術
館
の
ブ
ー
ル
デ
ル
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
像
で
し
ょ
う
が
、
残
念
な
が
ら
三
段
切
れ 

で
す
。「
ブ
ロ
ン
ズ
の
弓
引
く
裸
像
花
お
ぼ
ろ
」
で
は
。 

熟
年
を
庭
と
語
る
や
妻
の
春 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

雅
夫 

 
 
 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
さ
て
、
夫
は
何
と
語
る
の
で
し
ょ
う
？ 

黄
砂
降
る
小
倉
は
如
何
に
舊
き
友                

 

亜
也 

 
 
 

 
  

※
孤
舟
さ
ん
・
・
・
三
段
切
れ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
・
・
・
。 
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【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

 

令
和
五
年
四
月
二
十
七
日(

木)  
 

時
間
：
十
三
時
～
十
六
時
半 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

会
場
：
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
施
設 

し
ゃ
れ
な
あ
ど 

４
階
会
議
室 

 
  

◇
ご
出
席
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。 

事
前
にP

C

入
力
に
よ
る
清
記
を
作
成
し
ま
す
の
で
、 

ご
出
席
者
の
出
句
予
定
句
及
び
投
句
を
当
方
（
星
田
）
に
頂
戴
致
し
ま
す
。 

締
切
：
四
月
二
十
五
日
（
火
）
中
。 

星
田
メ
ー
ル
或
い
はFAX

（03-3421-9772

）
宛
頂
戴
で
き
れ
ば
当
日
配
布
の
清
記
に
反
映
致
し
ま
す
。 

☆
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂2-

16-7 

茶
沢
通
り
宝
く
じ
売
り
場
が
目
印
の
ビ
ル 

※ 
※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

青
葉
会
報 

一
、
今
回
は
孤
舟
選
者
を
は
じ
め
と
し
て
前
回
は
新
人
と
し
て
選
句
の
み
で
の
参
加
だ
っ
た
百
合
子
さ
ん
が
句
会 

デ
ビ
ュ
ー
、
十
名
の
ご
出
席
で
し
た
。
投
句
は
最
長
老
で
ご
入
院
治
療
中
（
現
在
は
ご
退
院
・
ご
自
宅
療
養
中
）

の
天
牛
さ
ん
は
じ
め
十
六
名
か
ら
の
投
句
に
よ
り
出
句
は
全86

句
。
ご
出
席
者
の
皆
さ
ま
の
選
句
作
業
後
、

五
郎
太
さ
ん
の
司
会
の
も
と
、
各
自
自
選
句
を
披
講
い
た
だ
き
、
ま
た
そ
の
後
日
ご
出
席
者
以
外
の
皆
さ
ま
か

ら
の
選
句
を
頂
い
た
結
果
、
康
敏
さ
ん
が
最
高
点
と
次
点
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

寄
贈
の
飛
騨
の
蓬
莱
、
高
知
の
南
、
百
合
子
さ
ん
の
初
参
加
ご
挨
拶
と
し
て
国
立
市
の
評
判
銘
菓
プ
ラ
ム
フ
ィ 

ナ
ン
シ
ェ
や
、
持
ち
寄
っ
て
頂
い
た
お
煎
餅
、
チ
ー
ズ
な
ど
を
賞
味
し
な
が
ら
和
気
藹
々
の
句
会
で
し
た
。 

 

二
、
通
常
は
こ
の
欄
に 

関
係
者
近
詠
と
し
て
、「
森
の
座
」「
き
さ
ら
ぎ
」
か
ら
の
抜
粋
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
概
ね
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
た
通
り
（
一
部
の
方
に
は
本
欄
に
て
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り
恐
縮
で
す
）、
今
井
紀
久
男
さ
ん
が
三
月
末
に
ご
自
宅
に
て
転
倒
、
尾
骶
骨
骨
折
で
ご

入
院
さ
れ
、
ま
だ
し
ば
ら
く
は
ご
入
院
継
続
と
な
る
ご
様
子
に
て
、
申
し
訳
な
い
こ
と
な
が
ら
関
係
者
様
の
近

詠
を
掲
載
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
せ
ん
。
今
井
さ
ん
の
早
期
の
ご
快
癒
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
す
。 

 

そ
う
し
た
中
で
、
以
前
青
葉
会
か
ら
「
森
の
座
」
に
移
ら
れ
ご
活
躍
の
小
西
弘
子
さ
ん
か
ら
、
目
出
度
い
お
知

ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
「
森
の
座
」
か
ら
い
つ
も
近
詠
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
山
崎
暘
亮
さ
ん

と
弘
子
さ
ん
が
今
年
の‶

森
の
座
賞
〟
を
受
賞
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
‼ 

山
崎
暘
亮
さ
ん
も
以
前
は
青
葉
会
で
共
に
励
ま
れ
た
方
だ
そ
う
で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
。 

「
森
の
座
」
で
は
五
十
青
史
さ
ん
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
ご
活
躍
と
の
こ
と
で
、
将
に
そ
の
実
力
が
評
価
さ
れ

た
も
の
、
と
弘
子
さ
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
し
た
。
一
方
、
弘
子
さ
ん
ご
自
身
に
つ
い
て
は
、
お
手
伝
い
の
都

合
で
頂
い
た
も
の
と
謙
遜
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
当
青
葉
会
所
属
時
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ら
し
た
こ
と
は

周
知
の
事
で
、
お
二
方
の
一
層
の
ご
活
躍
を
願
う
も
の
で
す
。 

「
森
の
座
」
の
選
者
は
そ
の
代
表
の
横
澤
放
川
氏
（
現
在
、
日
経
俳
壇
の
選
者
）。 

孤
舟
選
者
の
近
詠 

 
 
 
 

慟
哭
に
似
て
流
氷
の
犇
め
き
ぬ 

 
 

  
 
 

と
き
を
り
は
水
の
さ
さ
や
き
花
堅
香
子 

 
 
 

 

き
の
ふ
よ
り
空
を
拡
げ
て
初
つ
ば
め 

 
 
 

 

凧
高
く
揚
げ
蒼
天
に
夢
託
す 

 
 
 

 

仔
馬
は
や
天
馬
夢
見
て
駆
け
に
駆
く 

  
 
 

令
和
五
年
四
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 


